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ラグビー体験教室は１１月１、８の

両日、アリーナまつおで開かれまし

た。市内の小中学生など延べ６４人が

参加。パスやルールなどの基本技術

やタグラグビーなどを体験しました。

市は、６年後のいわて国体・ラグ

ビー少年男子の会場。この中から国

体選手が生まれると良いですね。

今月の表紙
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日野沢 瑛 さん

人人

ひのさわ・あきら 盛岡視覚支援学校中学部２年

ー
ル
の
瞬
間
、
達
成
感

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

目
標
に
向
か
っ
て
努
力

し
て
き
た
成
果
が
実
を
結
ん
だ
―
。

月

日
か
ら

日
ま
で
千
葉

１０

２３

２５

県
で
開
催
さ
れ
た
第

回
全
国
障

１０

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
初
出
場
で

陸
上
男
子
２
０
０
㍍
（
視
覚
障
害

者
男
子
１
部
）
で
金
メ
ダ
ル
に
輝

い
た
。

本
格
的
に
陸
上
競
技
を
始
め
た

の
は
こ
と
し
の
春
か
ら
。
体
育
を

指
導
す
る
畠
山
哲
男
先
生
は
「
挑

戦
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
競
技
を
勧
め
た
。
畠
山
先

生
が
伴
走
を
務
め
、「
２
人
３
脚
」

で
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。
「
お
互

い
忙
し
く
、
２
人
の
練
習
時
間
を

見
つ
け
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」
そ

う
だ
が
、
少
し
の
時
間
を
見
つ
け

て
ひ
た
す
ら
走
り
込
ん
だ
。

「
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
い
こ
と
に

改
め
て
気
付
い
た
。
こ
れ
か
ら
も

競
技
を
続
け
て
い
く
。
目
の
見
え

な
い
人
で
も
競
技
に
挑
戦
す
る
仲

間
が
増
え
て
い
っ
た
ら
う
れ
し

い
」
と
日
野
沢
さ
ん
。
６
年
後
に

本
県
で
開
催
さ
れ
る
同
大
会
を
見

据
え
た
日
野
沢
さ
ん
の
新
し
い
挑

戦
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ
。

ゴ
師
と
つ
か
ん
だ
メ
ダ
ル
は

新
し
い
挑
戦
の
第
１
歩

平成８年八幡平市（旧西根町）生まれ。学校では、中学

部の生徒会長を務める。今年は、全国盲学校野球大会に

「４番・サード」で出場。趣味はギター。尊敬する人は

同校卒業生の菊池陵馬先輩。「後輩などとよく話をして

盛り上げる性格」と自己分析。両親と祖母、姉、弟の６

人家族。身長１７６㌢。血液型Ｏ型のてんびん座。寺田新

田在住。１４歳。

◎profile

はちまんたい広報03

漆の魅力を汁椀で再発見

FrontTopics

安比塗漆器工房企画展

「 汁椀 ことはじめ展 」
安比塗漆器工房では、企画展「汁椀 ことはじめ展」を１２月２３日から２３年１月１６日

まで開催します。今年は、「漆の表情 ―器じゃないモノ― 展」「漆塗りのカップ展」

と漆が持つ可能性が表現された企画展を開催してきた同工房ですが、漆の良さを知るに

は、まず汁椀に触れることから。同工房の定番の汁椀から、漆作家による汁椀約６０点が

並びます。実際に足を運び、手にとって新しい年を新しい漆器で迎えてみませんか。

汁椀といっても、シンプルで飽きのこないもの

から子どもが使うような模様の入っているもの

まで、形や色、大きさもさまざま。ご飯茶碗も

あります。家族みんなが日常使う器として、漆

器を暮らしの中に取り入れてみませんか。

安比塗漆器工房企画展

「 汁椀 ことはじめ展 」

１２月２３日～
２３年１月１６日

■営業時間 ９：３０～１７：００

■定休日 月曜日（年末年始の休

業日は問い合わせください）

●詳しくは

安比塗漆器工房（６３-１０６５）
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新潟県の新発田市五十公野公園陸上競技場など５会場で１０月３０日から１１月３日まで開か

れた「第17回全国クラブチームサッカー選手権大会」。八幡平市に本拠を置き昨年の春に

始動したアンソメット岩手八幡平が昨年に続く出場で悲願の初優勝を果たした。地域に根

差し、市民に愛されるチームを目指し、いずれはＪと名の付く舞台へ―。アンソメットの

歴史への物語は幕を開けたに過ぎない。（特集１１㌻まで）

アンソメット岩手八幡平
全国クラブチームの頂点に

【特集】

はちまんたい広報05
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栄冠の戦績
２年連続の出場で前回大会の２回戦敗退の雪辱を晴らし、

県勢として２年連続の全国制覇を果たしたアンソメット。

無失点で全国クラブチームの頂点に上り詰めた戦績をた

どります。

強豪相手にFW２発で快勝

前回大会でＦＣガンジュ岩手が優勝したため、

１回戦はシードのアンソメット。この試合が初戦

となった。富山新庄クラブは、Ｊ２カターレ富山

に所属していた選手が多く在籍し、今年の天皇杯

では富山県代表として出場した強豪。しかし、ア

ンソメットは、立ち上がりからゲームを支配して

いく。７分にＦＷ西田からのパスを受けたＦＷ山

口が右足を振り抜き先制点を挙げる。後半開始

早々にもＦＷ藤井が追加点を決めて相手を引き離

したアンソメットは、その後は相手にシュートす

ら打たせず、２対０の快勝で初戦を突破した。

２－０
富山新庄
クラブ
【富山】

アンソメット
岩手八幡平
【岩手】

2
回
戦

青木大輔１ＧＫＧＫ１矢部憲一

畑 寛征３ＤＦＤＦ２丸山富洋

山浦啓介６４寺石勇斗

辻石聖也７８シム・キュワン

栗尾 孝１２２２久保篤史

木下良介８ＭＦＭＦ５松下晋也

前田剛史１７６リカルド・ベルメーリョ

菊池琢哉２５９イ・ファソプ

景山健司２６ＦＷ１０藤井 貴

金丸浩之１０ＦＷ１１西田健吾

石黒智久２４１４山口将造

堀 勝弘監督監督丸山富洋

前７後０７シュート９前６後３

得点１-０山口（７分）

２-０藤井（３６分）

HT浅島孝之（菊池）交代２８分 一ノ渡靖彦（西田）

４３分 和田 勝（木下）５９分 千葉龍弥（イ）

６０分 松谷謙吾（石黒）６６分 堀 一輝（山口）

６６分 森金大貴（丸山）

木下、景山、辻石警告イ、松下

10月31日 新潟聖籠スポーツセンター（アルビレッジ）

富山新庄クラブ０
１ 前 ０

２
アンソメット
岩手八幡平 １ 後 ０

後半に攻撃陣が目覚める

準々決勝は地元・ＡＳジャミネイロとの対戦。

アンソメットは、試合開始早々から積極的に攻撃

を仕掛けていき、前半だけで１８本もシュートを放

つもなかなかゴールを奪えない。０対０で迎えた

後半、落ち着きを取り戻したアンソメットは４４分、

ＭＦイ・ファソプがゴール前のこぼれ球を押し込

み待望のゴール。６４分にはＤＦ松下のパスを受け

たＦＷ藤井が２試合連続となるゴールを冷静に決

める。守備陣も相手の攻撃を跳ね返し、地元相手

の完全アウェーのスタジアムで、アンソメットは

準決勝の進出を決めた。

２－０
ＡＳ

ジャミネイロ
【新潟】

アンソメット
岩手八幡平
【岩手】

準
々
決
勝

石崎 徹３２ＧＫＧＫ１矢部憲一

角 直也２ＤＦＤＦ４寺石勇斗

堀川貴康５５松下晋也

岡村寿秀１７６リカルド・ベルメーリョ

原田 拓７ＭＦ２２久保篤史

長瀬 聡１６ＭＦ８シム・キュワン

安藤 寛２１９イ・ファソプ

梅山 修２３２０一ノ渡靖彦

阿部孝亨９ＦＷＦＷ１０藤井 貴

長島敦久１０１１西田健吾

谷口洋和２５１４山口将造

浅妻 信監督監督丸山富洋

前７後０７シュート２３前１８後５

得点１-０イ（４４分）

２-０藤井（６４分）

HT朴 成仁（岡村）交代６３分 千葉龍弥（一ノ渡）

５０分 高橋 啓一（谷口）６８分 森金大貴（イ）

７1+分 森下英矢（長瀬）６９分 玉那覇翔太（久保）

７1+分 堀 一輝（リカルド）

警告シム

１１月１日 新発田市五十公野公園サン・スポーツランド

ＡＳジャミネイロ０
０ 前 ０

２
アンソメット
岩手八幡平 ２ 後 ０
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特集 八幡平からの挑戦

（左）ゴールを決め喜び

を分かち合う選手たち

今大会はチームの一体

感が快進撃を生んだ

（中）優勝トロフィーを

手にし歓喜に沸くアン

ソメットの選手たち

（右）選手たちから胴上

げされる丸山監督

大会無失点でつかんだＶ

初優勝を懸けて臨んだＦＣ川崎との決勝戦。決

勝にふさわしく一進一退の攻防が続き、０対０で

前半を折り返す。しかし、アンソメットに焦りは

なかった。後半に入ると徐々にリズムをつかみ、

５３分ＦＷ山口が右サイドから切れ込み、均衡を破

るゴールを決める。終了間際の６７分にはＤＦシム

がヘディングでつないだボールをＦＷ藤井が右足

で確実に決め試合を決定づけた。そして、鳴り響

く試合終了のホイッスル。アンソメットが前回の

２回戦敗退の雪辱を果たし、大会初優勝、しかも

無失点で栄冠をつかんだ。

吉村成貴２１ＧＫＧＫ１矢部憲一

小寺勝也５ＤＦＤＦ22久保篤史

松野太一２３８シム・キュワン

渡辺貴也４４寺石勇斗

堀江敏史１２11西田健吾

板津慶太１３ＭＦＭＦ６リカルド・ベルメーリョ

立道公太９５松下晋也

藤田英明１５２０一ノ渡靖彦

山本 賢８１７千葉龍弥

原田啓佑１０ＦＷＦＷ１０藤井 貴

岩田利彦７１４山口将造

高橋 誠監督監督丸山富洋

前２後１３シュート８前５後３

得点１-０山口（５３分）

２-０藤井（６７分）

６６分 久野翔平（藤田）交代６８分 森金大貴（一ノ渡）

６９分 丸山富洋（山口）

７０分 堀 一輝（久保）

７０分 玉那覇翔太（千葉）

警告リカルド、藤井

１１月３日 新発田市五十公野公園陸上競技場

ＦＣ川崎０
０ 前 ０

２
アンソメット
岩手八幡平 ２ 後 ０

２－０
アンソメット
岩手八幡平
【岩手】

決
勝

ＦＣ川崎

【岐阜】

稲本勇生１ＧＫＧＫ１矢部憲一

審 恭輔６ＤＦＤＦ22久保篤史

高野英司３８シム・キュワン

石川剛士２３４寺石勇斗

岡本貴臣５ＭＦ11西田健吾

末永良樹１９ＭＦ５松下晋也

黒岩朋宏３４６リカルド・ベルメーリョ

竹内祐樹７２０一ノ渡靖彦

北野達也１０９イ・ファソプ

山崎貴史８ＦＷ10藤井 貴

今村玄紀１１ＦＷ１４山口将造

石田 学監督監督丸山富洋

前０後１１シュート１４前７後７
得点１-０山口（２９分）

２-０イ（３１分）
３-０一ノ渡（３6+分）
４-０山口（３８分）
５-０一ノ渡（４７分）
６-０千葉（６７分）

ＨＴ 野村賢吾（審）交代４３分 千葉龍弥（松下）
５４分 山下 遼（竹内）４８分 森金大貴（山口）
５８分 小島 浩（石川）５１分 玉那覇翔太（久保）
６１分 木戸浩基（今村）５６分 堀 一輝（藤井）

５９分 丸山富洋（シム）
黒岩、末永、野村、今村警告イ

１１月２日 新発田市五十公野公園陸上競技場

ＦＣ駒沢
Griffin０

３ 前 ０
６

アンソメット
岩手八幡平 ３ 後 ０

大量６得点で決勝へ進出

準決勝の相手はＦＣ駒沢Griffin。この試合、

アンソメットの攻撃陣が大爆発する。２９分、右サ

イドＭＦイからのクロスをＦＷ山口が右足で決め

先制するとゴールラッシュの幕開け。３１分にＭＦ

イ、前半ロスタイムにはＭＦ一ノ渡、後半に入る

とＦＷ山口とＭＦ一ノ渡がそれぞれこの試合２点

目のゴール。仕上げはＭＦ千葉が６７分に頭で合わ

せゴール。守備も相手をシュート１本に抑え、６

対０の完勝で決勝の舞台へ駒を進めた。

６－０
FC駒沢
Griffin
【東京】

アンソメット
岩手八幡平
【岩手】

準
決
勝
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最強の１６人
発足２年目で初の全国制覇を果たしたアンソメット。試合

を重ねるごとにチーム全体のプレーには一体感が生まれて

いきました。ここでは、栄光を勝ち取った選手たちを紹介

します（大会登録メンバーのみ。背番号は大会時のもの）。

２ 丸山富洋
まる やま ふみ ひろ

１ 矢部憲一
や べ けん いち

４ 寺石勇斗
てら いし ゆう と

５ 松下晋也
まつ した しん や

６ リカルド・ベルメーリョ８ シム・キュワン９ イ・ファソプ１０藤井 貴
ふじ い たかし

１１西田健吾
にし だ けん ご

１４山口将造
やま ぐちしょうぞう

１６千葉龍弥
ち ば たつ や

１７玉那覇翔太
たま な は しょうた

１９堀 一輝
ほり かず き

２０一ノ渡靖彦
いち の わたりやす ひこ

２２久保篤史
く ぼ あつ し

２３森金大貴
もり かね だい き

はちまんたい広報09

特集 八幡平からの挑戦

２年の軌跡
昨年の春に設立し、八幡平市から「Ｊ」の舞台を目指すア

ンソメット。同チームの高橋義利代表にこれまでの２年

間を振り返るとともに、来シーズンに向けての抱負など

について聞いた。

■アンソメット岩手八幡平２０１０シーズン公式戦成績

全国クラブチームサッカー選手権大会▲

県大会

準決勝 対IATE・TODOS ○不戦勝

決 勝 対磐井FC ○４－０

県第１代表で東北予選会へ

▲

東北予選会（山形県天童市）

準 々 決 勝 対ラスティング郡山 ○１２－０

代表決定戦 対FCパラフレンチ米沢 ○３－０

（延長）

東北第１代表で同選手権大会へ

※全国大会は６、７㌻参照

県社会人サッカーリーグ（４部）

５／９ 対前沢クラブ（Ｈ） ○１５－０

５／２３ 対石鳥谷FC（Ａ） ○１０－０

８／８ 対FCパラダイス（Ａ） ○８－０

８／１５ 対巻クラブ（Ａ） ○９－０

９／５ 対前沢クラブ（Ａ） ○１４－０

１０／３ 対岩手教員団（Ｈ） ○９－０

１０／３ 対巻クラブ（Ｈ） ○１３－０

１０／１０ 対岩手教員団（Ａ） ○８－０

１０／１７ 対FCパラダイス（Ｈ） ○１５－０

１０／２４ 対石鳥谷FC（Ｈ） ○１８－０

通算 １０勝０分０敗 勝点３０ 得失点差＋１１９

県サッカー選手権大会（天皇杯県予選）

１回戦 対平泉クラブ ○６－１

２回戦 対岩手銀行サッカー部 ○１３－０

３回戦 対大槌高校 ○６－０

４回戦 対FC紫波 ○１１－１

５回戦 対富士クラブ２００３ ○４－２

（延長）

準々決勝 対FCガンジュ岩手 ●１－３

県民体育大会（成年１部）

準々決勝 対ASコンパーニョ ○３－０

準決勝 対大船渡市 ○３－０

決 勝 対花巻市 ●０－１

幡
平
市
に
本
拠
地
を

置
き
、
八
幡
平
市
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し

て
、
市
民
に
愛
さ
れ
、
地
域
に

根
差
し
た
持
続
す
る
運
営
で
、

「
Ｊ
」の
舞
台
を
目
指
す
チ
ー
ム

作
り
を
し
た
い
―
。
有
限
会
社

タ
カ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代

表
取
締
役
で
あ
る
高
橋
代
表
は

ア
ン
ソ
メ
ッ
ト
岩
手
八
幡
平
を

結
成
し
た
理
由
に
つ
い
て
こ
う

語
っ
た
。

高
橋
代
表
は
、
こ
の
２
年
間

の
中
で
、
２
つ
の
敗
戦
が
チ
ー

高橋義利

ム
を
変
え
た
と
い
う
。
１
つ
は
、

ア
ン
ソ
メ
ッ
ト
の
公
式
戦
初
戦
、

昨
年
５
月

日
の
県
サ
ッ
カ
ー

１０

選
手
権
大
会
１
回
戦
、
対
盛
岡

中
央
高
校
戦（
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
敗

退
）。
も
う
１
つ
は
、
今
年
の

同
大
会
準
々
決
勝
対
Ｆ
Ｃ
ガ
ン

ジ
ュ
岩
手
戦（
１
―
３
で
敗
戦
）。

ど
ち
ら
も
寄
せ
集
め
た
選
手
の

個
々
の
力
で
は
な
く
、
チ
ー
ム

プ
レ
ー
の
重
要
性
が
明
ら
か
に

な
っ
た
敗
戦
だ
っ
た
。
特
に
今

年
の
敗
戦
後
、
選
手
は
目
の
色

を
変
え
て
練
習
に
励
み
、
試
合

を
重
ね
る
ご
と
に
一
体
感
を
強

め
た
こ
と
で
、
全
国
の
頂
点
ま

で
上
り
詰
め
た
と
確
信
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
、
選
手
の

入
れ
替
わ
り
は
あ
る
。
し
か
し
、

同
じ
よ
う
な
敗
戦
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
来
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
「
選
手
の
入
れ
替
わ
り

を
少
な
く
し
、
焦
ら
ず
に
成
熟

度
を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
語

る
高
橋
代
表
。
全
国
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
選
手
権
大
会
連
覇
は
も

ち
ろ
ん
、
県
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
で
１
つ
で
も
多
く
勝
利
す

る
こ
と
を
目
標
に
挙
げ
た
。

平成１７年２月からいこいの

村岩手代表取締役。２１年３

月よりアンソメット岩手八

幡平代表。６８歳。柏台在住。

アンソメット
岩手八幡平 代表

TakahashiYoshitoshi

敗
戦
か
ら
得
た
チ
ー
ム
作
り

着
実
に
力
を
付
け
て
い
き
た
い

INTERVIEW八
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岩手県社会人リーグ４部

岩手県社会人リーグ３部

岩手県社会人リーグ２部

岩手県社会人リーグ１部

東北社会人リーグ２部 ( 北 )

東北社会人リーグ１部

ＪＦＬ
（日本フットボールリーグ）

Ｊ２

Ｊ１
（全18チーム）

（全 19 チーム）

（全 18 チーム）

ともに歩む
八幡平市を拠点に、地域・市民とともに歩む八幡平市の

クラブチームとして、「Ｊ」と名の付く舞台を目指すア

ンソメット。アンソメットの取り組みが八幡平市にもた

らすものは。

全
国
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
を
制
し
た
ア
ン
ソ
メ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
今

シ
ー
ズ
ン
は
県
社
会
人
リ
ー
グ
４
部
に
所
属
。

来
シ
ー
ズ
ン
は
同
３
部
昇
格
が
決
定
し
て
い

る
が
、
図
１
の
と
お
り
、
目
標
で
あ
る「
Ｊ
」

と
名
の
付
く
舞
台
を
目
指
す
場
合
、
一
つ
一

つ
階
段
を
上
る
そ
の
道
の
り
は
長
い
こ
と
が

分
か
る
。
し
か
も
、
東
北
社
会
人
リ
ー
グ
１

部
か
ら
Ｊ
Ｆ
Ｌ
へ
昇
格
す
る
た
め
に
開
催
さ

れ
る
「
全
国
地
域
リ
ー
グ
決
勝
大
会
」
は
１

番
の
難
関
と
言
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
岩
手
県
の

チ
ー
ム
が
突
破
し
た
例
は
な
い
。

ま
た
、「
Ｊ
」と
名
の
付
く
舞
台
を
目
指
す

に
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
強
い
だ
け
で
は
上
に
い

け
な
い
。
実
力
以
外
に
も
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

例
え
ば
、
上
位
リ
ー
グ
に
上
が
る
ほ
ど
、
活

動
エ
リ
ア
は
広
が
り
、
リ
ー
グ
加
盟
料
や
遠

征
費
な
ど
の
経
費
も
多
く
な
る
。
そ
の
資
金

の
確
保
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
成
５
年（
１
９
９
３
年
）に

ク
ラ
ブ
で

１０

ス
タ
ー
ト
し
た
Ｊ
リ
ー
グ
。
現
在
は

ク
ラ

３７

ブ
ま
で
増
え
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
は
「
Ｊ
リ
ー
グ

百
年
構
想
―
ス
ポ
ー
ツ
で
、
も
っ
と
、
幸
せ

な
国
へ
―
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
振
興
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地

域
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ

る
暮
ら
し
を
送
れ
る
よ
う
な
環
境
を
「
地
域

に
根
差
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
核
と
し

て
創
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、

「
Ｊ
」の
舞
台
を
目
指
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
重
視
し
、
着
実
に

努
力
し
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ア
ン
ソ
メ
ッ
ト
は
、
「
サ
ッ
カ
ー
で
地
域

に
笑
顔
と
活
力
を
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
掲
げ
て
い
る
。

地
域
に
根
を
下
ろ
し
た
活
動
の
一
環
と
し

て
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
サ
ッ
カ
ー
指
導
。

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
キ
ッ
ズ
巡
回
指
導
へ
の

取
り
組
み
や
市
内
中
学
生
へ
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
９
月
か
ら

月
ま
で
は
チ
ー
ム
の

１０

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
た
。
指
導
を

通
じ
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ
サ
ッ
カ
ー
の

楽
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
団
体
行
動
や
マ
ナ
ー
、

協
調
性
な
ど
を
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の

実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
た
、
八
幡
平
山
賊
ま
つ
り
で
は
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
今
回
優
勝
し

た
全
国
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
選
手
権
大
会
、
同
大

会
東
北
予
選
会
の
応
援
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た

り
す
る
な
ど
、
市
民
を
は
じ
め
と
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
る
。

図１ 日本サッカーリーグの構成（岩手県チームの場合）

「
Ｊ
」の
舞
台
を
目
指
し
た
挑
戦

駆
け
上
が
り
始
め
た
ば
か
り

地
域
に
根
差
し
た
積
極
的
活
動

市
民
な
ど
と
の
交
流
深
め
る

はちまんたい広報11

特集 八幡平からの挑戦

ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
、
体
を
鍛
え
た
り
、

試
合
の
結
果
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
思
う
。

し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
Ｗ
Ｂ
Ｃ

（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ

ク
）
、
今
年
開
催
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
な
ど
で
日
本
選
手
な
ど
が
躍
動
す

る
姿
を
見
て
、
歓
声
を
上
げ
た
り
、
涙
し
た

り
し
た
人
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
は
人
に
感
動
や
勇
気
を
与

え
、
元
気
に
す
る
力
が
あ
る
と
言
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
触
れ
方
は
、「
す
る
」「
見

る
」「
支
え
る
」な
ど
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、

そ
こ
か
ら
「
つ
な
が
る
」
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
。

今
回
の
全
国
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
優
勝
は
、
多
く
の
市
民
に
夢
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
た
。
実
際
、
全
国
大
会
優

勝
祝
賀
会
に
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
選

手
ら
を
祝
福
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
八
幡
平
を

熱
く
し
、
市
民
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
―
。

八
幡
平
市
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
ア
ン
ソ

メ
ッ
ト
の
挑
戦
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
に
過

ぎ
な
い
。
市
民
一
人
一
人
が
ア
ン
ソ
メ
ッ
ト

に
誇
り
を
持
ち
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
は
、
ま
ち
全
体
が
１
つ
の

大
き
な
夢
を
か
な
え
る
こ
と
に
違
い
な
い
。

INTERVIEW 私たちはアンソメットを応援します

１１月８日にいこいの村で開かれた全国大会優勝祝賀会。市民

など多くの人たちが参加し、選手たちの奮闘をねぎらった

東
北
予
選
会
以
降
、
選
手
の
中
に
は
「
Ｉ

八
幡
平
」
と

書
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
中
に
着
て
い
た
選

手
も
。
地
域
へ
の
思
い
は
選
手
も
同
じ
だ

地元で行われる試合はも

ちろん、東北予選会のと

きは山形まで応援に行きま

した。来年も１試合でも

多く勝ち、上のステージ

を目指してほしいです。

中村 まき子 さん

なかむら・まきこ 北村

地域密着のチームの活躍

は私たちに元気を与えてく

れます。今回の優勝をきっ

かけに、サポーターが増

えて、市民みんなで盛り

上げていきたいですね。

工藤 祐子 さん

くどう・ゆうこ 高宮

アンソメットの選手の皆

さんには、サッカー部の

練習を指導してもらってい

て、あこがれの存在です。

Ｊリーグの舞台に行くまで

応援していきます。

田村 祐貴 さん

たむら・ゆうき 西根中２年

〔参考資料〕Ｊリーグ公式サイト：百年構想

今回の優勝でアンソメットは、「Ｊ］と名
の付く舞台へという高い目標へのスタートライ
ンに立った。これから上のステージに上るに
つれて、選手の入れ替わりは当然あるはず。
しかし変わらないものがある。それはサポー
ターの存在。サポーターの支えがチームを強
くする。チームが強くなればサポーターも増
えていく。互いに成長する姿はこれからのま
ちづくりにつながるはずだ。

特集 八幡平からの挑戦 終

■取材を終えて

ス
ポ
ー
ツ
は
人
を
元
気
に
す
る

そ
し
て
ま
ち
を
一
つ
に
す
る
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終選考会で名前を呼ばれるとは思わ

なかった。選ばれたときは、嬉しさ

と同時に不安もあったけど、今は全

国の舞台に立つのが楽しみです―。

１２月２５日から大阪府を会場に開幕する「Ｊ

ＯＣジュニアオリンピックカップ第２４回全国

都道府県対抗中学バレーボール大会」。この

大会は将来のオリンピック選手の登竜門とい

われている。そんな大会に出場する岩手県選

抜１２人に西根中学校、そして八幡平市から唯

一選出された。

小澤さんがバレーボールに出会ったのは、

小学校３年生のとき。近所の先輩のプレーす

る姿にあこがれて大更バレーボールスポーツ

少年団に入り、全力でボールを追いかけた。

最後のスポ少県大会で負けたとき悔しさと同

時に「もっとうまくなりたい」という気持ち

が中学校でも続けるきっかけとなった。

そんな小澤さんに転機が訪れたのは、中学

校２年生の春。新しい指導者の三田永旬さん

との出会いだ。厳しい練習の中で技術はもち

ろん、精神力も鍛えられた。「コート上での

プレーの乱れは生活の乱れ―」普段の生活を

大切にすることを学んだ。努力を重ねた結果

は、去年の県中学校新人大会で３位、ことし

７月の県中学校総合体育大会でも３位に入り、

学校初の東北大会出場へと実を結んだ。小澤

さん自身も県大会優秀選手に選ばれた。

ポジションがセンターの彼女の持ち味はブ

ロック。１６３㌢の身長は、同大会が１７０㌢以上

の選手を２人常時出場させるという規定があ

る中、センタープレーヤーとして決して恵ま

れているとはいえない。しかし、持ち前のス

ピードとジャンプ力で身長の高い選手にはひ

けをとらない。同選抜チーム監督の小川悟史

先生（北上市立飯豊中）は「普段は控えめな性

格だが、逆境に強く、苦しい試合の中での強

気なプレーで局面を打開できる選手」と期待

を寄せる。

現在は、平日は引退した部活動で自主練習、

土日は選抜チームの練習や県外遠征に励む。

バレーボールは個人の力や考え方、行動では

勝てない「チームワーク」が大切なスポーツ。

チームで支えあいながら１つの目標に向かい、

厳しい練習に耐えている。小澤さんはバレー

ボールの醍醐味を「みんなでつないで１点を
だい ご み

勝ち取ったときの達成感」と語る。

「出るからには全国制覇を狙いますが、全

国大会は厳しい試合ばかり。１つ１つの試合

に集中し、練習の成果を全国大会のコートで

発揮するのが目標」と小澤さん。「自分には

バレーボールしかない。高校では、インター

ハイや国体、春高バレーに出場したい」と将

来を見据えている。西根中、八幡平市、岩手

県の代表として、全国の舞台に立つ１５歳のセ

ンタープレーヤーの夢がここから始まる。

全国に挑む

女子バレー県選抜に選出
中学校最後の栄冠目指す

TopAthleteofHachimantai

最

小澤みなみ さん おざわ・みなみ 西根中学校３年 下町一区

はちまんたい広報13

小３からバレーボールを始

める。ポジションはセンター。

西根中学校女子バレー部主将

を務め、チームは学校初の東

北大会に出場した。好きな選

手はバレーボール女子日本代

表の江幡幸子選手（日立）。尊

敬する人は両親。身長１６３㌢。

血液型Ａ型のかに座。１５歳。

profile
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学
校
３
年
生
の
と
き
に
石

川
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
。
齊

藤
さ
ん
は
、
予
選
の
県
大
会
で
ク
ラ

シ
カ
ル
と
フ
リ
ー
の
２
種
目
を
制
し
、

２
冠
の
勢
い
で
全
国
の
舞
台
に
臨
ん

だ
が
、
ク
ラ
シ
カ
ル

位
、
フ
リ
ー

１７

位
と
思
う
よ
う
な
結
果
を
残
す
こ

１３と
が
で
き
な
か
っ
た
。
も
う
一
度
自

分
を
鍛
え
直
し
、
大
き
な
大
会
で
結

果
を
出
し
た
い
―
。
同
じ
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
を
し
て
い
た

姉
・
友
美
さ
ん
が
通
っ
て
い
た
影
響

も
あ
り
、
花
輪
高
校
に
進
学
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

花
輪
高
校
は
、
２
０
０
９
年
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
団
体
金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
小
林
範
仁
選
手
を
は
じ
め
と
す
る

スキーインターハイの舞台へ

連載企画

来年２月６日から１０日まで、県内の“スキーの聖地”八幡平市で開催される第６０回全国高等学校ス

キー大会。６月号から市内の選手を紹介しています。最終回となる今回は、秋田県・花輪高校に進ん

だ選手です。

中

×
３
）
で
は
３
位
入
賞
に
貢
献
し
た
。

２
年
生
に
な
り
、
北
海
道
で
開
催
さ

れ
た
前
回
大
会
で
も
、
得
意
の
フ

リ
ー
で
８
位
入
賞
。
リ
レ
ー
で
は
準

優
勝
に
入
っ
た
。
続
く
国
体
で
も
リ

レ
ー
（
５
㌔
×
４
）
で
３
位
に
入
る

活
躍
を
見
せ
て
い
る
。

齊
藤
さ
ん
は
、
身
長
１
４
８
㌢
の

小
さ
い
体
を
フ
ル
に
動
か
し
て
大
き

な
滑
り
が
で
き
る
の
が
持
ち
味
。
大

森
敬
一
監
督
も
小
さ
い
体
に
秘
め
た

大
き
な
パ
ワ
ー
に
太
鼓
判
を
押
す
が
、

本
人
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

で
大
切
と
語
る
「
メ
ン
タ
ル
面
の
強

さ
」
を
課
題
に
挙
げ
る
。
実
際
、
前

回
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
気
持
ち
の

弱
さ
を
露
呈
し
、
ク
ラ
シ
カ
ル
の
出

場
を
逃
し
た
。
今
は
、
練
習
に
集
中

し
、
大
会
に
向
け
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぐ
。

ス
キ
ー
競
技
生
活
は
、
高
校
で
終

わ
り
に
す
る
と
い
う
齊
藤
さ
ん
は
最

後
の
大
き
な
舞
台
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

が
地
元
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

に
「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
応
援
し

て
も
ら
え
る
」
と
気
合
い
が
入
る
反

面
、
「
正
直
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ

る
」
と
語
る
。
「
高
校
３
年
間
、
競

技
生
活
の
集
大
成
を
田
山
の
コ
ー
ス

で
す
べ
て
出
し
き
り
、
前
回
の
成
績

を
上
回
り
た
い
」
と
齊
藤
さ
ん
。
リ

レ
ー
は
前
回
の
成
績
を
上
回
る
と
な

る
と
優
勝
し
か
な
い
。
新
し
い
ス

タ
ー
ト
に
向
け
、
地
元
で
有
終
の
美

を
飾
る
。

優
秀
な
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
ほ
か
、

去
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
学
校
対
抗

で
男
女
共
に
３
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、

全
国
屈
指
の
ス
キ
ー
強
豪
校
だ
。
ス

キ
ー
部
に
入
部
し
、
ス
キ
ー
中
心
の

生
活
に
変
わ
っ
た
齊
藤
さ
ん
を
待
っ

て
い
た
の
は
厳
し
い
練
習
だ
っ
た
。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
と
い
っ
て
も
休
み
な

ん
て
な
い
。
最
初
は
練
習
に
つ
い
て

い
く
の
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
そ
う

だ
。
し
か
し
、
夏
場
の
練
習
を
乗
り

越
え
た
成
果
は
冬
に
必
ず
生
き
る
―
、

そ
う
信
じ
て
練
習
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
成
果
は
さ
っ
そ
く
結
果
に
出

る
。
１
年
生
な
が
ら
強
豪
ひ
し
め
く

秋
田
県
の
予
選
を
全
種
目
で
突
破
し
、

長
野
県
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
は
、
５
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル

位
、

１７

㌔
フ
リ
ー

位
、
リ
レ
ー
（
５
㌔

１０

２６

競技生活最後の大舞台
地元で有終の美を飾る

さいとう・ゆみか ３年 日瀬通

齊藤由美佳 さん

◎profile
小２からクロスカントリースキーを始

める。昨シーズンはインターハイ１０㌔フ

リー８位、リレー２位など入賞多数。尊

敬する人は父。身長１４８㌢。血液型Ａ型

のおひつじ座。１８歳。田山小→田山中卒。
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◎profile
小２からクロスカントリースキーを始

める。昨シーズンは全国高等学校選抜ス

キー大会に出場。尊敬する人はスキー部

の先輩方。身長１６５㌢。血液型Ａ型のお

うし座。１７歳。田山小→田山中卒。

やはた・ゆか ２年 苗石田

八幡 優花 さん

（１２月２日現在）

大
会
開
幕
ま
で
あ
と
１
０
０
日
と

な
っ
た

月

日
、
県
内
高
校
の
ス

１０

２８

キ
ー
部
員
は
盛
岡
駅
前
と
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
西
根
店
で
第

回
全
国
高
校
ス

６０

キ
ー
大
会
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
根
店
で
は
、
平

舘
高
校
や
盛
岡
農
業
高
校
の
部
員

人
１５

が
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
大
会
ポ
ス
タ
ー

の
絵
が
差
し
込
ま
れ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
５

０
０
個
と
リ
ン
ド
ウ
１
０
０
本
を
配
布
。

多
く
の
人
に
会
場
で
応
援
し
て
も
ら
う

た
め
、
生
徒
自
ら
が
大
会
の
盛
り
上
げ

に
一
役
買
い
ま
し
た
。
ま
た
、
盛
岡
駅

前
で
は
、
「
岩
鷲
護
神

ハ
チ
マ
ン
タ

イ
ラ
ー
」
も
Ｐ
Ｒ
に
参
加
し
ま
し
た
。

敬
す
る
由
美
佳
さ
ん
と
一

緒
に
頑
張
り
た
い
。
中
学

校
の
と
き
の
悔
し
さ
を
晴

ら
し
た
い
―
。
そ
う
誓
っ
て
花
輪
高

校
に
入
学
し
た
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
魅

力
を
「
た
だ
滑
る
の
で
は
な
く
、

コ
ー
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
、
ワ
ッ

ク
ス
な
ど
の
道
具
や
滑
り
方
な
ど
考

え
た
り
し
な
が
ら
競
技
す
る
こ
と
」

と
語
る
八
幡
さ
ん
。
現
在
は
、
持
ち

味
で
あ
る
１
６
５
㌢
の
身
長
を
生
か

し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
滑
り
を
生
か

す
フ
ォ
ー
ム
作
り
と
体
力
を
付
け
る

た
め
、
こ
の
時
期
の
練
習
を
大
切
に

し
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
な
ど
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
黙
々
と
取
り
組
ん
で

い
る
。

選
手
層
が
厚
い
秋
田
県
で
は
、
学

校
内
の
競
争
に
勝
っ
た
上
で
、
予
選

を
突
破
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
。
前
回
大
会
は
出
場
で
き
な

か
っ
た
が
「
地
域
の
人
た
ち
は
声
を

掛
け
て
応
援
し
て
く
れ
る
。
秋
田
県

の
選
手
で
あ
っ
て
も
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
を
始
め
た
小
学
校
２

年
生
の
と
き
か
ら
滑
っ
て
き
た
地

元
・
田
山
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
あ
る
こ
と
は
変
わ

り
な
い
。
め
っ
た
に
な
い
チ
ャ
ン
ス

を
つ
か
み
、
成
長
し
た
姿
を
岩
手
県

選
手
の
同
級
生
や
応
援
し
て
く
れ
る

人
た
ち
に
見
せ
た
い
」
と
出
場
に
強

い
意
欲
を
見
せ
る
八
幡
さ
ん
は
、
得

意
な
ク
ラ
シ
カ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
由

美
佳
さ
ん
と
一
緒
に
出
場
で
き
る
リ

レ
ー
で
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ

こ
と
し
か
頭
に
な
い
。

地元の声援を背に受け
スタートラインに立つ

Topics


大
会
１
０
０
日
前
に
開
催
を
Ｐ
Ｒ

尊

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、
大
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る
高
金

一
樹
選
手
（
平
舘
高
３
年
、
写
真
左
）

開幕まであと６５日
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基
本
設
計
は
、
市
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
（
古
澤
眞
作
委
員

長
）
、
同
庁
内
検
討
委
員
会
で

検
討
を
重
ね
、
庁
舎
に
必
要
な

機
能
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
利
用
し
や
す
い
環
境
の
充
実

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
誰
で
も

使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮

し
た
人
に
優
し
い
庁
舎
、
明
る

く
開
放
感
が
あ
り
、
地
中
熱
な

ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
環
境
に
優
し
い
庁
舎

と
し
て
設
計
し
て
い
ま
す
。

１
階
は
、
各
種
証
明
書
発
行

な
ど
の
窓
口
部
門
を
配
置
。
相

談
室
を
設
け
、
相
談
対
応
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
窓
口
前
の
ロ

ビ
ー
は
広
く
し
、
２
階
へ
の
吹

き
抜
け
を
設
け
、
開
放
感
の
あ

る
空
間
と
し
ま
す
。
ロ
ビ
ー
側

の
外
観
は
ガ
ラ
ス
張
り
で
採
光

に
配
慮
し
た
明
る
い
庁
舎
を
演

出
し
ま
す
。

ま
た
、
東
西
に
横
長
い
庁
舎

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
玄
関
を
２

カ
所
設
け
る
ほ
か
、
多
目
的

ホ
ー
ル
や
駅
の
待
合
機
能
と
し

て
の「
結
の
ひ
ろ
ば
」を
庁
舎
に

併
設
し
て
い
ま
す
。

２
階
は
執
務
機
能
を
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。
階
段
・
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
近
く
に
、
市
長
室
な

ど
を
設
け
来
客
な
ど
の
利
便
性

向
上
を
図
り
ま
す
。

３
階
は
主
に
議
会
議
事
堂
。

議
場
は
、
傍
聴
席
の
位
置
を
議

員
席
・
市
当
局
席
の
側
面
に
配

置
し
、
議
論
全
体
を
見
渡
す
配

置
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
に

は
、
岩
手
山
を
望
む
展
望
ス

ペ
ー
ス
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

新新
庁
舎
基
本
設
計
ま
と
ま

新
庁
舎
基
本
設
計
ま
と
ま
るる
①

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
に
庁
舎
建
設
に
係
る
基
本
構
想
、
翌

年
は
基
本
計

２０

２１

画
・
配
置
計
画
を
策
定
し
、
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
庁
舎

の
配
置
や
機
能
な
ど
の
基
本
設
計
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
今
月
号
と
来
月
号
の
２
回
に
わ
た
り

紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
平
面
図
（
次
ペ
ー
ジ
図
）
を
も
と
に
、
各
階

の
機
能
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
企
画
総
務
部
庁
舎
建
設
対
策
室

（

・
内
線
１
４
１
２
）ま
で
。

１階窓口前のロビー（イメージ）

市
民
や
環
境
に
優
し
い

庁
舎
を
目
指
し
て

１
階
は
明
る
く

開
放
感
の
あ
る
空
間
に

２
・
３
階
は
岩
手
山

展
望
ス
ペ
ー
ス
を
配
置

南側から見下ろしたイメージ

はちまんたい広報17
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行財政集中改革プラン取り組み結果

４年間で１９億９，０００万円の節約
市は、１８年２月に「八幡平市行政改革大綱」、同年１２月に「八幡平市行財政改革実施計画（集中改革プ

ラン）」を策定し、２１年度までの４年間で３１の取り組み項目を掲げて行財政改革に取り組みました。取

り組みを行わなかった場合と比較すると、４年間で１９億９，４３３万１，０００円の財政効果額を達成しました。

達成率実績額計画額項 目

１２８．４％１億７，９７０万９，０００円１億４，０００万０，０００円税金などの滞納対策

歳

入

３０．９％４，４６９万７，０００円１億４，４７５万０，０００円利用していない財産の売り払い

７４．１％２，２３６万４，０００円３，０１９万４，０００円その他の滞納整理

１００．２％２，９８３万２，０００円２，９７６万０，０００円上水道事業

４２１．５％１億２，３０３万４，０００円２，９１８万９，０００円下水道事業

３４８．０％３，８２７万５，０００円１，１００万０，０００円西根病院

－△１，９８４万９，０００円△２，０８８万６，０００円その他給食費の自然減など

１１４．８％４億１，８０６万２，０００円３億６，４００万７，０００円合 計

１０９．４％１０億５，２９１万８，０００円９億６，２５０万０，０００円職員削減

人件費削減

歳

出

－△８，０２６万１，０００円△９，４７８万２，０００円市議会議員の報酬改定

１２２．５％１億 ５２３万７，０００円８，５８８万０，０００円学校給食センターの見直し

０．０％０円３５５４万６，０００円市の交通体系確立

－△１，１６３万４，０００円２７９万６，０００円図書館の見直し

１２４．８％３，０８０万０，０００円２，４６８万６，０００円清掃センターの見直し

６１．３％９４４万５，０００円１，５４０万０，０００円柏台出張所の見直し

皆増２，３１０万０，０００円０円保育所・児童館

１０９．５％１１億２，９６０万５，０００円１０億３，２０２万６，０００円小 計

１００．０％１１２万８，０００円１１２万８，０００円税務手当の廃止

特殊勤務手当
の削減

１００．０％６万４，０００円６万４，０００円用地交渉手当の廃止

１００．０％５０４万８，０００円５０４万８，０００円児童福祉施設勤務手当の廃止

１００．０％６２４万０，０００円６２４万０，０００円小計

－△１５万１，０００円△４１０万０，０００円柏台出張所の廃止による代替措置経費

普通建設事業 －△３，３３４万３，０００円△８４０万０，０００円学校給食センターの統合経費

－△３，３４９万４，０００円△１，２５０万０，０００円小 計

－８１４万４，０００円△２，２７７万８，０００円学校給食センターの民間委託

物件費

４４．６％３億７，６４５万５，０００円８億４，３８２万０，０００円内部経費削減

－△６，３９９万４，０００円△１，８２２万１，０００円清掃センターの民間委託

０％０円５３３万４，０００円公民館分館の廃止

８２．３％３３６万５，０００円４０８万８，０００円柏台出張所の見直し

０％０円１７８万８，０００円未利用地の整理

３９．８％３億２，３９７万０，０００円８億１，４０３万１，０００円小 計

－△２，２６８万８，０００円１５２万４，０００円清掃センターの民間委託
維持補修費

－△２，２６８万８，０００円１５２万４，０００円小 計

２４．２％５，２２０万０，０００円２億１，５９５万５，０００円常備消防の再編

補助費
－４６万４，０００円△２万４，０００円清掃センターの民間委託

－△５２１万８，０００円３億７，６８６万５，０００円その他

８．０％４，７４４万６，０００円５億９，２７９万１，０００円小計

６３．６％１５億７，６２６万９，０００円２４億７，９１１万２，０００円合 計

７０．１％１９億９，４３３万１，０００円２８億４，３１１万９，０００円歳入歳出合計

 財政効果額
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集中改革プランで定めた31項目に取り組んだ結果、改革方針に基づいて達成できた項目は１３件、一

部達成した項目は１５件、達成できなかった項目は３件でした。達成できなかった項目については、取

り組み内容と経過を再度検証し、次期行政改革へ反映させていきます。

 特定項目への取り組み結果

達成度改 革 方 針項 目

達成行政の透明性を高めるため、事務事業評価制度を導入し、評価結果を公表行政評価の導入と結果公表

達成未来を担う人材育成のため、適正な児童・学級数に再編小学校の統廃合

未達成一定以上の規模になるよう再編選挙投票所の再編

未達成松尾地区の14分館を廃止し、集会施設として自治会に管理を委託公民館・分館のあり方

達成地域の理解を得ながら、代替措置を検討柏台出張所の見直し

達成複数年にわたる契約をし、経費節減、事務の効率化を図る長期継続契約

達成調理部門を民間委託し、西根・松尾の給食センターを統合学校給食センターの民間委託

達成施設の運転、保守業務などを民間委託市清掃センターの民間委託

一部達成地域のニーズに応えながら、経営基盤を強化病院・診療所のあり方

一部達成延長保育など子育て支援策を充実しながら、民間委託や統廃合などで経費削減保育所・児童館のあり方

達成貸し出し時間の延長などサービスを向上しつつ、管理委託を検討図書館の運営

一部達成経費削減、質の高い公共サービス提供のため、ＰＦＩ事業の調査・検討を実施公共施設のＰＦＩ化

一部達成事業会計の繰出金を最小限度とする公営企業への繰出金

一部達成料金体系を見直し、専用水道や自家水道からの切り替えを促進上水道事業の経営改善

一部達成経営効率化のため、水洗化率向上を図る水洗化率の向上

達成経営情報を公開し、事業の譲渡や統合、完全民営化、出資引き上げなどを検討第三セクター

達成地域の自治活動を展開しやすいように一定以上の規模に見直し行政区の再編

一部達成
無料の患者輸送車を有料のコミュニティバスとして通院目的以外でも利用可能
にするなど、全市的な交通体系を再編

交通体系の確立

一部達成組織・施設を再編し、経費削減を図る常備消防の再編

一部達成職員の定員と給与を見直し職員定数・給与の管理

達成職員人材育成基本方針の策定職員人材育成基本方針の策定

達成市民ニーズを把握するとともに、意思決定過程への参画を図るパブリックコメント制度

一部達成ホームページの充実やコンビニ収納など、市民の利便性向上を図る電子自治体の推進

一部達成自主納付を基本として、悪質な滞納者には法的措置などを検討税などの滞納整理

一部達成受益と負担の原則に基づいた、使用料などの適正水準を見直し歳入の確保

一部達成売却可能な市有財産の処分を進める市有財産の処分

一部達成未利用借地の返還、設置された施設の解体撤去未利用借地の整理

達成施設の廃止、譲渡、貸し付け、民営化などについて検討類似施設の有効活用

一部達成市職員一人一人が常にコスト意識を持ち、物件費の節減などを行う内部管理経費の削減

未達成事業ごとに内容・効果を精査し、拡充、継続、再編、廃止を行う負担金・補助金の整理

達成機能や品質を保ちつつ、総合的なコスト縮減に取り組む公共工事のコスト縮減

年
度
に
策
定
し
た
市
行
政
改

１８
革
大
綱
お
よ
び
行
財
政
改
革
実
施

計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
取

組
期
間
は

年
度
で
終
了
。
引
き

２１

続
き
さ
ら
な
る
行
政
改
革
へ
取
り

組
む
た
め
、
９
月
に
「
第
２
次
八

幡
平
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

■
基
本
方
針


市
民
視
点
に
立
っ
た
行
政
運
営

の
推
進


機
能
的
な
執
行
体
制
の
確
立


健
全
な
財
政
運
営
の
確
立

■
計
画
の
期
間

平
成

年
度
か
ら

年
度
ま
で

２２

２７

■
具
体
的
行
動
計
画

行
政
改
革
大
綱
に
定
め
る
主
要

施
策
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た

め
、
「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
実

施
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

実
施
計
画
は
、
計
画
期
間
を
前
期

（

年

～

年

度
）
と

後

期

２２

２４

（

年
～

年
度
）
に
分
け
、

２５

２７

計
画
達
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

前
期
実
施
計
画
は
、
現
在
策
定

中
で
す
。
策
定
し
だ
い
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
は
ち
ま
ん
た
い

で
公
表
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
企
画
総
務
部
総

合
政
策
課
行
政
経
営
係
（

・

内
線
１
２
２
２
）
ま
で
。

第
２
次
八
幡
平
市

行
政
改
革
大
綱
を
策
定
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叙
勲
・
褒
章

国や地方の発展などに対し

功績のある方を顕彰する

２０１０年秋の叙勲と褒章が発

表され、本市からは伊藤清孝

さん（８４歳、帷子）が瑞宝単光

章、畑良一さん（６１歳、畑）が

が藍綬褒章を受章しました。

伊藤さんは、昭和１７年に寺田

村警防団に入団。昭和４６年から

５６年まで旧西根町消防団第１２分

団長を務めました。農業をしな

がら３９年にわたり地域の消防事

業の発展、防火意識の啓発など

に力を尽くしました。

畑さんは、昭和５７年から保護

司として２８年間活動し、現在に

至っています。旧松尾村保護司

会会長などを歴任し、社会奉仕

の精神の下、対話を通じて保護

観察対象者の社会復帰に尽力し

ました。

２０１０秋

畑 良一さん
はた・りょういち ６１歳 畑

県
環
境
保
全
活
動
表
彰
を
受
け
た
積
水
メ

デ
ィ
カ
ル
㈱
岩
手
工
場（
関
連
記
事

㌻
）

２７

伊藤 清孝さん
いとう・せいこう ８４歳 帷子

藍 綬 褒 章（保護司） 瑞宝単光章（ 消防 ）

積
水
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱
岩
手
工
場

（
根
釜
務
工
場
長
）
は

月

日
、

１１

１４

い
わ
て
環
境
王
国
展
で
岩
手
県
環

境
保
全
活
動
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

同
工
場
は
、
廃
水
処
理
で
発
生

す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
工
場
内
の
ボ

イ
ラ
燃
料
に
有
効
活
用
す
る
な
ど

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
根
釜
工

場
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
エ
コ
に
取

り
組
み
、
地
域
と
共
存
し
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

積
水
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱
岩
手
工
場

県
環
境
保
全
活
動
表
彰
を
受
け
る

東
北
中
学
生
新
人
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
は

月
６
日
か
ら
７
日
ま

１１

で
福
島
県
郡
山
市
で
行
わ
れ
、
伊

藤
寛
太
・
渡
辺
大
樹
組
（
西
根
中

２
年
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

９
月
の
県
中
学
校
新
人
テ
ニ
ス

大
会
に
優
勝
し
、
県
第
１
代
表
と

し
て
出
場
し
た
伊
藤
・
渡
辺
組
は
、

県
大
会
の
勢
い
そ
の
ま
ま
に
、
決

勝
で
も
永
山
恵
大
・
高
田
博
野
組

（
福
島
県
）を
８－

４
で
下
し
、

栄
冠
を
つ
か
み
ま
し
た
。

東
北
中
学
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

伊
藤
寛
太
・
渡
辺
大
樹
組
が
優
勝

県大会に続き東北大会も制した伊藤寛太（写真

左）・渡辺大樹組（西根中２年）
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サービス費用
（給付費）

サービス利用者数要介護・支援認定者数

高齢者数市町名
合計

施設
介護

地域
密着

居宅
介護

合計
要介護

５
要介護

４
要介護

３
要介護

２
要介護

１
要支援

２
要支援

１

２５億３，９４６万円１，３０４４５０３１８２３１，６４０２７６２０８２５１３０９２６８１８２１４６９，２２５八幡平市

７億１，１１３万円４３９１１４２０３０５５６０６８７４７３１１２１０６７６５１２，８２６ 巻 町

１２億７，７５８万円７２３２０３５７４６３８６７１３５１４５１２５１５６１５５８５６６４，８５６岩 手 町

４５億２，８１７万円２，４６６７６７１０８１，５９１３，０６７４７９４２７４４９５７７５２９３４３２６３１６，９０７組合合計

介護が必要な高齢者などを社会全体で支える介

護保険制度は、盛岡北部行政事務組合が３市町

（八幡平市、巻町、岩手町）共同で運営してい

ます。同組合議会は１０月２２日に開催され、２１年度

の介護保険特別会計の決算が認定されました。

歳入は図１のとおり４８億２，２５２万円。歳入の

トップは支払基金交付金の１３億７，０８４万円で、全

体の２８.４％を占めています。６５歳以上の人が納め

た保険料は７億４６４万円（１４．６％）となりました。

歳出の合計は図２のとおり４８億２３７万円。この

うち、居宅介護サービス費（３３.１％）、施設介護

サービス費（５０.３％）、介護予防サービス費

（４.０％）、高額介護サービス費（２.０％）、特定入所

者介護サービス費（４.８％）、審査支払手数料

（０.１％）を合わせた「保険給付費」が全体の９４．３％

を占め、４５億２,８１７万円となりました。

また、盛岡北部行政事務組合管内の要介護・支

援認定者数など、介護保険事業の概要は表１のと

おりです。

介護の相談などは、市福祉部長寿社会課（・

内線１１８４～１１８６）または盛岡北部行政事務組合

（７４-２７１６）まで。

■図２ 歳出内訳■図１ 歳入内訳

盛岡北部行政事務組合 平成２１年度介護保険特別会計決算

歳出４８億２３７万円を認定

（単位：人）■表１ ２１年度介護保険事業概要（２２年３月末現在）
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地域の身近な相談者
民生委員・児童委員改選

●詳しくは

市福祉部地域福祉課福祉総務係（・内線１１６５）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

が

月
１
日
付
け
で
全
国

１２
一
斉
に
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員

人
、
主
任
児
童

９９

委
員
７
人
の
皆
さ
ん
が
下

表
の
と
お
り
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、

年

月

２５

１１

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

３０
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
相

談
に
応
じ
て
助
言
を
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
配

ご
と
な
ど
を
解
決
す
る
た

め
、
専
門
機
関
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介
す

る
な
ど
、
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
主
任
児
童
委
員

は
、
地
区
の
子
ど
も
の
福

祉
に
問
題
に
つ
い
て
専
門

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
。

子
育
て
や
高
齢
者
の
介
護
、

健
康
・
医
療
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
生
活
の
中
で
気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

担
当
行
政
区

西 根

駅
前
一
区

駅
前
二
区

上
町

仲
町

下
町
一
区

下
町
二
区

下
町
三
区

松
川

山
後

岡
村
・
山
子
沢

大
石
平

渋
川

渋
川
開
拓
・
白
屋

北
村

両
沼

中
関

五
百
森

中
村

間
羽
松

舘
腰

町
組

高
宮

薬
師

上
平
笠

中
平
笠

下
平
笠

南
平
笠

東大
久
保

共
新

小
福
田

大
泉

駅
前
・
わ
し
森

氏
名

日
戸

ヒ
ロ
子

工
藤

榮
子

髙
橋

早
苗

山
本

桂
也

藤
原

光
子

加
藤

ト
シ

工
藤

義
則

関

昇
一

山
子
澤

孝
子

岩
本

英
幸

田
村

市
郎

井
上

惠
美
子

竹
田

み
よ

鈴
木

志
賀
子

田
代

郁
子

伊
藤

セ
チ

工
藤

壯
子

佐
々
木

久
法

山
口

敦
子

渡
邊

哲
夫

遠
藤

勝
子

平
野

法

伊
藤

稲
子

稲
田

孫
榮

渡
邊

寛
美

田
村

智
代
子

伊
藤

吟
子

伊
藤

忠
一

髙
橋

慶
子

吉
田

誠

工
藤

幸
子

齊
藤

洋
子

田
村

征
男

佐
々
木

寿
子

田
中

征
七

鈴
木

ハ
マ
子

担
当
行
政
区

西 根松 尾

椛
沢

笹
目

松
久
保

山
崎

堀
切

寺
田
新
田

野
口

寺
田

帷
子

土
沢

若
谷
地

川
原
目

上
関

荒
木
田

舘
沢

主
任
児
童
委
員（
大
更
）

主
任
児
童
委
員（
田
頭
）

主
任
児
童
委
員（
平
舘
・
寺
田
）

安
比

小
屋
の
沢
・
時
森

大
花
森
・
松
尾（
一
部
）

松
尾（
一
部
）

中
松
尾

野
駄

上
野
駄

中
沢
・
前
森

北
寄
木

南
寄
木（
一
部
）

南
寄
木（
一
部
）

新
田

上
寄
木

畑金
沢

八
幡
平
温
泉
郷

柏
台
一
丁
目（
一
部
）・
二

丁
目（
一
部
）

氏
名

髙
橋

武
志

田
村

節
夫

早
坂

サ
ツ

狩
野

傳

松
浦

香
代
子

滝
川

喜
佐
男

遠
藤

萬
治

遠
藤

け
い
子

遠
藤

紘
子

佐
々
木

禎

柴
田

弘
子

小
野
寺

敦
子

伊
藤

帝
子

中
村

み
つ
子

小
野
寺
清
一
郎

田
村

惠
子

工
藤

園
子

千
葉

キ
ミ
子

山
本

徹

田
村

イ
ク

佐
々
木
美
保
子

工
藤

ア
ヤ
子

髙
橋

キ
シ

佐
々
木

敏
子

米
田

雅
子

米
田

正
悦

田
村

美
知
子

石
羽
根

惠
子

畑

初
身

髙
橋

マ
ツ
エ

鈴
木

綾
子

畑

英
子

立
花

國
彦

阿
戸

時
枝

柳
澤

勝
子

担
当
行
政
区

松 尾安 代

柏
台
三
丁
目
・
二
丁
目（
一
部
）

主
任
児
童
委
員（
松
尾
・
野
駄
）

主
任
児
童
委
員（
寄
木
・
柏
台
）

細
野
、
豊
畑

畑
１
区（
一
部
）

畑
１
区（
一
部
）

畑
１
区（
一
部
）・
畑
２
区

（
一
部
）

畑
２
区（
一
部
）

荒
屋
新
町

新
町
中
央

荒
屋

秋
葉
（
一
部
）

秋
葉
（
一
部
）

曲
田
横
間

五
日
市
１
区

五
日
市
２
区

五
日
市
３
区

五
日
市
４
区

浅
沢
第
１（
一
部
）

浅
沢
第
１（
一
部
）

浅
沢
第
２

苗
石
田

新
興
矢
神

栗
木
田
・
平
長

杉
沢
・
田
山
上

田
山
下

愛
の
山

石
名
坂

折
壁

日
瀬
通

舘
市

兄
畑

兄
川

主
任
児
童
委
員（
荒
沢
）

主
任
児
童
委
員（
田
山
）

氏
名

阿
部

み
ど
り

葛

行
彦

髙
橋

誠
子

畠
山

正
巳

立
花

良
子

立
花

義
弘

戸
澤

照
子

村
上

和
子

宇
土
澤

文
子

三
浦

榮
吉

藤
田

フ
ミ
子

工
藤

久
美

山
本

恵
子

畠
山

修
悦

盛
内

康
悦

羽
澤

千
代
子

小
笠
原

タ
マ

畠
山

陽
子

齋
藤

静
江

北
口

美
智
子

齋
藤

文
子

川
又

喜
美
子

角
舘

多
恵
子

三
浦

静
子

安
保

弘
巳

泉
山

敏
博

安
保

ト
キ

三
浦

松
男

角
舘

利
雄

三
浦

益
考

八
幡

政
男

山
本

繁

関

順
子

松
葉

賀
子

畠
山

桂
子

地
域
の
身
近
な
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員

■民生委員・児童委員、主任児童委員の皆さん（敬称略）
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各課からのHOTLINE

市
は
、
冬
の
安
全
な
交
通
の
確
保

の
た
め
、
市
の
管
理
す
る
道
路
な
ど

の
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

▼
早
朝
か
ら
作
業
を
し
ま
す

朝
の
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
す
る

た
め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
し
ま

す
。
作
業
騒
音
へ
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

作
業
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え

て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
業
中

の
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
で

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
宅
地
内
の
除
雪
へ
協
力
を

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
に

除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪
が
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
宅
地
内
な
ど
は
各
家

庭
で
除
雪
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
（
そ
の
と
き
は
、
路
面
が
凍
結
す

る
な
ど
危
険
で
す
の
で
、
道
路
に
雪

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
）
。
ま
た
、

屋
根
か
ら
の
落
雪
を
防
ぐ
た
め
に
雪

止
め
を
設
置
す
る
な
ど
の
安
全
対
策

も
お
願
い
し
ま
す
。

市
建
設
協
同
組
合
で
は
、
個
人
や

事
業
所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
有
料

で
生
活
私
道
や
宅
地
周
辺
な
ど
の
除

雪
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
料
金
な
ど
は
左
の
表
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み

市
建
設
協
同
組
合

（


－

２
２
１
１
）
ま
で
。

７０

市
は
、
除
雪
し
た
雪
の
処
分
に
、

西
根
・
松
尾
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
市
指

定
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
住
宅
を
持
っ
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
雪
捨
て
場
所

下
の
地
図
を
参
照

■
利
用
時
間

▽
西
根
地
区（

）

午
前
９
時
～
午

後
４
時（

年
３
月

日

ま
で
）

２３

３１

▽
松
尾
地
区（

・

）

午
前
８
時

半
～
午
後
５
時

※

の
雪
捨
て
場
に
は
、
積
載
量
５

㌧
以
上
の
車
両
で
の
搬
入
は
で
き
ま

せ
ん
。

チ
ェ
ー
ン
な
ど
滑
り
止
め

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

民
間
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

本格的な冬の到来へ
除雪作業に理解と協力を

●詳しくは

市建設部建設課管理係（・内線２５１２）

指
定
の「
雪
捨
て
場
」
を
開
放

市
指
定
雪
捨
て
場
所

平舘地区・旧学校給食セ

ンター跡地

柏台二丁目緑地公園市道前森線敷地の赤川橋

付近

移動単価作業単価除雪車の規格機種

ホイルドーザ車（排土板）（ ）内は排土板の大きさ

１，５６０１，９６０３㌧（０.４立方㍍）

小型 １，６００２，０１０４㌧（０.５～０.６立方㍍）

１，６８０２，１００５㌧（０.８～０.９立方㍍）

１，９６０２，４５０７㌧（１.２立方㍍）

中型 ２，０１０２，５２０８㌧（１.３～１.４立方㍍）

２，２００２，８５０９㌧（１.５～１.７立方㍍）

３，１００３，９５０１３㌧（２.７立方㍍）
大型

３，６００４，５００１６㌧（３.０～３.２立方㍍）

ロータリー車（乗用タイプ）

１，９６０２，２７０３０馬力以下
小型

２，０１０２，６５０３０～４０馬力

２，３００２，９５０７２～８５馬力
中型

３，８００４，８００１２０～１３０馬力

４，８００６，０００１７５～１８０馬力大型

ロータリー車（手押しタイプ）

９３０１，１７０１０～１１馬力

小型 １，０６０１，３２０１２馬力

１，１１０１，３８０１５～１６馬力

■住宅周辺、生活私道の除雪サービス料

（１０分当たり、単位：円）

※この料金は、いずれも標準料金であり、地域や積雪の
状況、難易度により変更になる場合があります。



皆さまからの情報をお寄せください。
・内線１２１９まで。
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平舘牧野農業協同組合創設６０周年記念式典

（１１月７日、安比高原・安比プラザ）

七時雨牧野閉牧

（１１月５日、七時雨牧野）

地域資源を活用した地域活性化シンポジウム（市商

工会主催）は１１月５日、新安比温泉静流閣で開かれ、

市民など約１５０人が参加しました。

京丹後市観光協会の渡辺法子事務局長が「地域が主

役！地域特性を生かした観光まちづくり」と題して講

演。続いて行われたパネルディスカッションでは、渡

辺さんと江戸川大学社会学部の鈴木輝隆教授、「麹屋

もとみや」の本宮隆一代表が観光資源の活用策につい

て意見を交わしました。

地域資源を観光に生かす
地域資源を活用した地域活性化シンポジウム

八幡平ワインと郷土の食を楽しむ夕べ（市産業振興

㈱主催）は１１月６日、岩手山焼走り国際交流村で開か

れました。

市民など約１６０人が参加。同産業振興㈱社長の田村

正彦市長は「地元で消費してもらって初めて他で売れ

る。消費拡大に努めたい」とあいさつしました。八幡

平市産のヤマブドウワインのほか、杜仲茶ポーク、ニ

ジマスなどの地元食材が並び、参加者はジャズの演奏

を聞きながら郷土の大地が生んだ恵みを味わいました。

市の特産品の数々を堪能
八幡平ワインと郷土の食を楽しむ夕べ

八幡平市産のヤマブドウのワインで乾杯する参加者

田頭ふるさとまつり・田頭田植え踊り

（１１月６日、田頭小学校体育館）

ジャズのライブが会場に花を添えました

さまざまな立場から観光振興策について意見を交わすパネリストら
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すなっぷギャラリー

松野スポ少創立３０周年記念式典・祝賀会

（１１月１４日、ホテル安比グランド）

芸術祭舞台発表（安代）・小屋の畑田植え踊り

（１１月７日、安代小学校体育館）

第１回八幡平市スポーツ少年団交流駅伝まつり（市

体育協会ほか主催）は１１月７日、松尾総合運動公園で

開かれました。市内１２のスポーツ少年団約１２０人が参

加。チームのユニフォームを着た選手は、仲間などの

声援を受けて力走し、たすきをつなぎました。各種目

の１位は次のとおりです。

■小学生

△

男子＝松野スポ少

△

女子＝田頭バレーボー

ルスポ少■中学生

△

男子＝安代中スキースポ少Ｂ

△

女

子＝安代中スキースポ少

団員同士でつなぐたすき
八幡平市スポーツ少年団交流駅伝まつり

それぞれのチームのユニフォームを着て力走する選手たち

八幡平市社会福祉大会（市社会福祉協議会主催）は

１１月７日、西根地区市民センターで開かれました。

市民など約２６０人が参加。社会福祉事業やボラン

ティア活動などの功労者や本年度の福祉健康標語入選

者など３５人を表彰しました。続いて、共に支えあい、

自分らしく安心して生活することができる地域福祉社

会の実現に向けた大会宣言を全会一致で採択しました。

また、市福祉まつりも開催され、福祉サービス事業

所などによるバザーなども行われました。

地域福祉社会実現目指し
八幡平市社会福祉大会

福祉健康標語で最優秀賞を受賞した井上歩海さん

災害発生時の対応に備えるための火災防御訓練は１１

月７日、安代総合支所周辺で行われました。

市消防団や婦人消防協力隊など約３００人が参加。安

代総合支所から火災が発生し、数人が逃げ遅れたとい

う想定で、救助訓練やホースを中継した消火訓練など

を行いました。また、地域住民が参加しての初期消火

訓練や火災通報訓練、応急手当訓練のほか、市赤十字

奉仕団と婦人消防協力隊による応急食料炊き出し訓練

も行われ、参加者は防災意識を高めました。

防災意識を高めるために
八幡平市火災防御訓練

救助など実践さながらの訓練が行われました



保健のひろば
緯・内線1151 市市民部保健課

介護のココロ
緯・内線1185 市福祉部長寿社会課

環境のみらい
緯・内線1137 市市民部市民課
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こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
は
、
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
体

調
管
理
を
し
、
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

◆
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違

い
は
感
染
力
と
症
状

【
風
邪
】

原
因
は
、
２
０
０
種
類
以
上
も

あ
る
ウ
イ
ル
ス
と
細
菌
で
、
空
気

中
を
飛
ん
で
い
ま
す
。
感
染
力
は

強
く
な
く
、
症
状
は
く
し
ゃ
み
や

鼻
汁
、
せ
き
、
の
ど
の
痛
み
が
中

心
。
発
熱
や
頭
痛
が
あ
っ
て
も
そ

れ
ほ
ど
ひ
ど
く
な
り
ま
せ
ん
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

原
因
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
で
感
染
力
が
強
い
の
が
特

徴
。
か
ぜ
と
同
じ
よ
う
な
症
状
と

と
も
に

度
以
上
の
高
熱
、
頭
痛
、

３８

関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
急
激

に
強
く
出
ま
す
。

◆
毎
日
の
体
調
管
理
が
予
防
の
鍵


せ
き
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
飛

び
散
る
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

手
洗
い
や
う
が
い
を
習
慣
づ
け

ま
し
ょ
う
。


寒
さ
と
乾
燥
は
ウ
イ
ル
ス
を
活

発
に
さ
せ
、
の
ど
や
鼻
の
粘
膜

の
抵
抗
力
を
弱
め
ま
す
。
部
屋

を
暖
か
く
し
て
湿
度
を

％
以

６０

上
に
保
つ
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
は
、

の
ど
や
鼻
の
粘
膜
を
守
る
た
め

に
も
役
立
ち
ま
す
。


免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
規
則

正
し
い
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
休
養
や
睡
眠
を
十
分
取
る

こ
と
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

適
度
な
運
動
な
ど
が
大
切
で
す
。

体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
衣
類

を
調
節
し
た
り
、
簡
単
な
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
で
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、

代
謝
を
上
げ
た
り
す
る
こ
と
は

免
疫
力
を
高
め
る
の
に
つ
な
が

り
ま
す
。


感
染
力
の
強
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
は
予
防
接
種
が
効
果
的
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
が
効
き
始
め
る

ま
で
に
２
～
３
週
間
ほ
ど
か
か

り
ま
す
。
早
め
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

◆認知症セミナーを開催します

「認知症」をテーマにしたセミナーを次のとおり

開催します。入場は無料、事前申込は不要です。皆

さんで認知症のことについて考えてみませんか。

■日時 ２３年１月１４日、午後１時半から３時まで

■場所 ふれあいセンター安代

■内容

▼講演会「学ぼう、考えよう、認知症のこと」

■講師 千葉喜久也氏（東京有明医療大学准教授）

▼交流会「千葉先生に聞いてみよう～ 認知症あれ

これ～」

【例えばこんなことを聞いてみませんか】

●ご飯を食べたのに食べてないと言い張る。どうす

ればいいんだろう…？

●ここは自分の家ではないと話し、外に出たがる。

どうすればいいんだろう…？

詳しくは、市福祉部長寿社会課まで問い合わせく

ださい。

除雪機械の衝突防止に目印を設けましょう

◆油漏れを防ぐために

寒くなり、暖房を使う機会が増える季節になりま

す。この時期は、油漏れが多数発生しています。そ

の原因の多くが操作ミスによるものです。次のこと

に注意しましょう。

ホームタンクの設置場所は必ず固定する。万一の

場合に備えて防油堤を設置する（２００㍑以上のホー

ムタンクは設置が義務付けられています）。落雪

のおそれがある場所や水路付近には置かない。

給油時は絶対にその場から離れない。給油後は、

バルブ栓をしっかり閉める。

除雪するときには、タンクや配管を破損しないよ

うにする。また、定期的に点検を行う。

不要なタンクはそのままにせず速やかに処分する。

不要になった灯油は捨てない。

油漏れを発見したり、油漏れを起こしたりした場

合は、市市民部市民課や八幡平消防署にすぐに連絡

してください。

風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
シ
ー
ズ
ン
で
す
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▼
ど
ん
な
会
社
で
す
か

医
薬
品
の
原
料
と
な
る
製
品
を

製
造
し
て
い
ま
す
。
安
全
を
第
一

に
考
え
た
会
社
で
、
ゼ
ロ
災
害
１

０
０
０
日
達
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
従
業
員
一
人
一
人
が

積水メディカル㈱

岩手工場

⑫

所在地 松尾４-１１５

資本金 １２億７，５００万円

代表者 岩手工場長・根釜 務

設 立 昭和５４年３月

従業員数 １１９人

電話番号 ７４-３１６１

事業内容 国内外向けアミノ

酸、医薬中間体の製造

主な取引先 国内外製薬メー

カー

環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

▼
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

医
薬
品
の
中
間
体
や
医
薬
用
の

ア
ミ
ノ
酸
の
製
造
を
し
て
い
ま
す
。

▼
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

製
品
の
製
造
管
理
・
品
質
管
理

基
準（
Ｇ
Ｍ
Ｐ
）や
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
Ｓ
Ｏ
Ｐ
）に
基
づ
き
、
事
故
な
く

安
全
で
品
質
の
高
い
製
品
を
提
供

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

▼
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は

製
造
し
た
も
の
が
検
査
で
合
格

し
、
お
客
様
へ
出
荷
さ
れ
た
と
き

は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

▼
今
後
目
指
し
て
い
く
こ
と
は

知
名
度
の
高
い
工
場
を
目
指
す

た
め
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
と
生

産
性
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
努
め

る
ほ
か
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
新
し
い
製
品
の
製
造
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

八
幡
平
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
４
月
に
設

立
さ
れ
た
ば
か
り
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
県

北
地
区
代
表
と
し
て
全
日
本
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
岩
手
県
大
会
に
出

場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

団
員
は
、
地
区
の
隔
た
り
な
く
、

市
内
全
域
か
ら

人
が
集
ま
っ
て

３３

い
ま
す
。
練
習
に
対
す
る
姿
勢
や

努
力
を
重
ん
じ
た
チ
ー
ム
編
成
を

目
指
し
て
い
る
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
小

学
校
１
年
生
か
ら
の
ス
ク
ー
ル
制

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、
ル
ー
ル
を
守

る
態
度
と
体
力
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
礼
儀
正
し
く
協
調
性
に
優
れ

た
社
会
人
に
育
っ
て
く
れ
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。

新
団
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す（
１
カ
月
無
料
体
験
入
団
あ
り
）。

■
練
習
日
時
・
場
所

毎
週
水
・
金
曜
日
、
午
後
７
時

か
ら
９
時
ま
で
、
西
根
地
区
体
育

館
ほ
か

詳
し
く
は
、
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
父
母
会
・
遠
藤
（


－

２
４

７５

４
８
）
ま
で
。

No.７

地区にとらわれず３３人の団員が練習に集まっています

八
幡
平
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

広報クイズ

１２月２
日号の

問題

アンソメット岩手

八幡平全国大会４

試合の総得点数は

№6３ 正解者の中から抽選で３人に５００円分の図書カードをお贈りします。
◎応募方法 はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名、年齢」を書いて応募してく
ださい。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。紙面づくり
の参考にさせていただきます。
◎応募先 八幡平市役所「広報クイズ係」 ☆はがき〒０２８-７１９２（住所不要）
☆ＦＡＸ７５-０４６９ ☆メールsomuka@city.hachimantai.lg.jp（タイトル

に「広報クイズ」と入力、携帯電話は右の二次元コードから送信できます）
◎応募期限 １２月２０日 消印有効
◎第62回の正解 「１６７人」 ◎応募者数 １１人 ◎正解者数 １１人
◎当選者 高橋桂子さん（大更）、長南絵夢さん（平舘）、久世教枝さん（柏台）

ドリブルなどの練習でボールに親しみます

紹紹紹介介者者

製造第二課 高橋 満製造第二課 高橋 満 さんさん
たか はし みつる
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◆収蔵資料から分かる生活文化

博物館資料の登録業務については、先月号で紹

介しましたが、その分析から貴重な情報が導き出

されています。登録（収蔵）資料を分析した結果、

多いのは諸職・交易関係資料で、農業を基盤とし

ているものの、諸職人・商業に関するものが多く、

安代地区に限ると「単なる山村でなく、交通が発

達した地域」で「物と人の交流が活発な商業的性

格を持つ土地柄」という従来の地域観を裏付けた

格好となりました。スキー関係資料も多いですが、

これは昭和以降に寄贈されたものです。

◆企画展「北一族の光と影」記念講演会を開催

企画展「北一族の光と影」の記念講演会を１０月

２３日、寺田公民館で開催しました。講師の北家３９

代当主北敏昭さんが平舘高校にも８年間在職して

いたこともあり、

参加者は、教え

子だった市民は

もちろん、花巻

市・鹿角市・軽

米町・盛岡市と

北氏と歴史的に因縁のある地域などから１２５人が

参加。「４００年の時空を越えて―北信愛・愛一・

十左衛門―」と題

して寺田城を治め

た北家の４００年を

経た現在や南部家

ゆかりの人とのエ

ピソードついて語

りました。

年末年始の長期休館を前に、貸出冊数の上限を

１０冊までに増やします（松尾・安代地区公民館図

書室は除く）。ふるってご利用ください。

■期間 １２月１３日から２７日まで

申し込みなど詳しくは、問い合わせください。

【冬の映画会＆おはなしのじかん】

■日時 １２月２５日 午後２時から３時まで

■上映作品 「大男とクリスマスツリー」ほか

映画会終了後、おはなしのじかんを開催します。

【冬休み工作教室 リサイクル工作を作ろう！】

■日時 ２３年１月８日 午前９時から正午まで

■定員 １５人

【干支あみぐるみ教室】

来年の干支「うさぎ」のあみぐるみを作ってみま
え と

せんか。

■日時 ２３年１月１４日・１６日、午前１０時から

午後３時まで

■定員 １５人（１８歳以上の市民）

読書マラソンは、２３年１月１０日で終わります。

期日までにファイルを提出してください。

貸出冊数を２倍にします

資料は語る（収蔵資料より）

冬休みも行事盛りだくさん

図書館で冬を楽しもう

読書マラソンもラストスパート！

現
在
に
至
る
北
氏
の
歴
史
な
ど
に

つ
い
て
講
演
す
る
北
敏
昭
さ
ん

市
内
外
か
ら
１
２
５
人
が
参
加

【広 告】
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(１０月届け出分）

（太字は男の子）

工藤 彪司（健司・理沙／荒屋）
とら じ

遠 楓穂（洋平・奈菜／帷子）
か ほ

髙橋 花埜（登・恵美／白屋）
か の

杣澤 月楓（和明・友美／両沼）
る か

小林 愛佳（正幸・美奈子／五日市１区）
まな か

髙山 あゆみ（勉・薫／町組）

湯下 花恋（登・純子／南寄木）
か れん

遠 ゆら（壮恭・夢子／寺田）

和泉 祐希（悟・智枝子／柏台二丁目）
ゆう き

大和田 桃奈（陽・香澄／上寄木）
もも な

三浦 叶彩（貴志・深幸／東）
と あ

馬場 康平 ／渋川開拓

舘澤 奈津美／滝沢村

髙村 光一 ／荒屋新町

古川 亜寿香／南寄木

工 勇気 ／北村

工 彩加 ／下町一区

髙橋 淳 ／下平笠

伊藤 真起子／下平笠

髙橋 一夢 ／畑

平山 理絵 ／二戸市

千葉 尚樹 ／東

村 由加里／畑１区

三浦 隆徳 ／日瀬通

奈良 真由子／秋田県

工藤 博明 ７４歳 新興矢神

立栁 キサ子 ８９歳 上野駄

田村 ミサ ７７歳 岡村

工藤 善志 ７６歳 北村

吉田 黎 ６４歳 下町三区

三浦 千代 ９０歳 大石平

松村 定國 ８１歳 駅前二区

藤原 ミヨシ ７９歳 舘腰

田村 サクラ ９７歳 松久保

立花 愛子 ８６歳 畑１区

髙橋 ナカ ９０歳 南寄木

工 光利 ５８歳 北村

小山田 清美 ８２歳 浅沢第１

小山田 隆子 ８３歳 荒屋

本宮 カヨ ８８歳 曲田横間

鈴木 キヨ ９５歳 東

田村 源之焏 ７５歳 笹目

田村 タカ ８８歳 寺田

佐々木 勝夫 ８６歳 両沼

遠 ヨシミ ８１歳 寺田

髙橋 敏 ８０歳 南寄木

昆野 蓮子 ８０歳 上寄木

八重樫 雅雄 ８０歳 上町

髙橋 三之焏 ８７歳 若谷地

髙橋 良佐久 ８１歳 小福田

森 キヨ ７５歳 東

高村 由也 ８５歳 田山上

片岡 ユリ ９２歳 柏台二丁目

伊 セキ ９０歳 若谷地

田村 芳文 ８４歳 荒木田

道尻 ミヤコ ９５歳 柏台二丁目

松村 勇 ８３歳 北村

健やかに

※掲載は届け出順で、届け出人が
希望した場合だけ載せています。

（敬称略）

世帯数人 口地 区

(＋４）６，０６６(－３）１７，４１４西根地区

(＋３）２，３７２(＋４）６，５５６松尾地区

(±０）１，９３５(－４）５，３７９安代地区

(＋７）１０，３７３(－３）２９，３４９合 計

(－５）１４，１９２男 性

(＋２）１５，１５７女 性

出生 １５ 死亡 ３５

転入 ５１ 転出 ３４

累計１０月項 目

５４５人身事故

３９７３５物損事故

６９９負 傷 者

１１死 者

１１３飲酒運転

９０火 災

９３７８９救 急

■交通事故件数など ※累計は１月からの合計

հ̥ͣͅ

お幸せに

（
（
（

（
（
（
（

■人口の動き【10月31日現在 （ ）は前月比】



お
知
ら
せ

詳しくは各担当、各機関に問い合わせを

八幡平市役所 76-2111
松尾総合支所 74-2111
安代総合支所 72-2111

ホームページはこちら

http://www.city.hachimantai.lg.jp/
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■編 集 後 記
ことしも残すところあと１カ月となりました。

寒さも日に日に厳しさを増し、いよいよスノー

シーズンの到来です。例年のことながら、スキ

ー大会目白押しです。中でも、今シーズンは、

インターハイが市内で開催され、広報でも連載

しているとおりたくさんの地元選手が出場しま

す。八幡平市のお家芸であるスキー。選手の皆

さんの大活躍を期待しています。もちろん私た

ちも競技役員としてがんばります。（宮野）

自慢ではありませんが、体力に自信がない私。

１１月に風邪を引いてしまいました。この風邪も

年々引きやすく、治りにくくなっている気が…

２６㌻の保健のひろばの記事はぜひ実践しなけれ

ばと思います。来年２月のスキーインターハイ

で多くの人が八幡平市に来ますので、インフル

エンザの予防接種もしておかないと。皆さんも

予防接種はお早めに。（５年前のスキー国体の

とき、インフルエンザに感染した北口）

市は、友好都市沖縄県名護市へ

行く市民ツアー「名護市交流の

翼」の参加者を募集中です。

■期日 ２３年１月２８日～３１日

（３泊４日）

■旅行代金（一人） ９万９，８００円

■定員 ４５人（最少催行人数３０人）

■申込期限 １２月１７日（先着順）

■主な旅程（予定）

△

１月２８日 市役所仙台空港

那覇空港名護市内（交流会）

△

１月２９日 名護市滞在（名護

さくらまつりオープニングセレモ

ニーなど）美ら海水族館
ちゅ うみ

△

１月３０日 名護市内見学万

座毛おきなわワールド摩文仁

の丘ひめゆりの塔那覇市内

△
１月３１日 首里城公園沖縄

ギャラリア（国内唯一の免税店）

那覇空港仙台空港八幡平市

■申し込み 日本旅行東北盛岡

支店（０１９-６２４-５８２６）まで。

詳しくは、市企画総務部地域振

興課（・内線１１２１）まで。

市は、自分や家族の心の悩み、

ひきこもり、認知症や飲酒問題な

ど専門医による相談会を開催しま

す。相談は無料（事前申込が必要）。

■日時 １２月１３日、午後１時半

■場所 西根地区市民センター

■申込期限 １２月９日

申し込みなど詳しくは、市市民

部保健課（・内線１１５４）まで。

名護市交流の翼
参加しませんか

こころの健康相談
気軽に申し込みを

市では、「くらしとお金の安心

相談会」を行います（予約制）。

消費者信用生活協同組合相談員

の対応で秘密は固く守られます。

一人で悩まず、ご相談ください。

■日時 毎月第３金曜日、午前１０

時から午後３時まで

■場所 １２月１７日・２３年２月１８

日＝安代若者センター、２３年１

月２１日・３月１８日＝西根地区

市民センター

予約など詳しくは、市市民部市

民課（・内線１１３４、１１３５）まで。

市は、住宅施策の総合計画とし

て「八幡平市住宅マスタープラン

（住生活基本計画）」、市営住宅

の全般に関する活用や長寿命化の

ための修繕、改善方針として「八

幡平市市営住宅長寿命化計画」を

策定しています。この計画の案に

対して皆さんから意見募集 （パブ

リックコメント）を実施します。

■募集期間 １２月２４日まで

■計画案の閲覧場所 市建設部建

設課（松尾総合支所）、西根・安代

総合支所地域振興課、市ホーム

ページ

■意見提出方法 郵送（〒０２８-

７３９２、八幡平市野駄１９-７５）

ファクス（７４-２１０２）電子メー

ル（kensetsuka@city.hachimantai.lg.jp）

詳しくは、市建設部建設課（

・内線２５２３）まで。

生活資金や借金の相談に
専門員が無料で応じます

市の住宅施策に対し
皆さんの意見を募集

【広 告】
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お得な入浴券「ふたりde入浴

券」を販売しています。

■販売期間 ２３年３月３１日まで

（１万枚限定発売、なくなり次第

販売終了）

■市内販売場所（予定） 八幡

平市観光協会道の駅にしね市

産業部商工観光課市安代総合支

所土木林業課

■価格 １枚８００円（２人まで入

浴できます）

■市内利用可能温泉施設 松川

荘峡雲荘八幡平ライジングサ

ンホテルＡＰＰＩ温泉パティオ

綿帽子温泉館あずみの湯安比

温泉岩畑の湯岩手山焼走り国際

交流村

市外利用可能温泉施設など詳し

くは、いわて湯雪王国実行委員会

事務局（０１９-６５３-７４１４）まで。

ＮＴＴ東日本岩手支店では、１２

月中に順次、新しい電話帳をお届

けします。現在お使いの電話帳は、

配達員にお渡しください。

ＮＴＴでは、地球環境保護のた

め、回収した古電話帳から新しい

電話帳を作る「電話帳循環型リサ

イクル」を行っています。

不在などで古い電話帳を渡せな

かった場合は、後日改めて回収に

伺いますので、ご連絡ください。

詳しくは、タウンページセンタ

（０１２０-５０６-３０９）まで。

ふたりde入浴券
今年も販売開始

古電話帳リサイクル
回収に協力ください

㈲西根ファクトリー（㈱サン

コーソーイング（大更）内）では、

パート社員を募集します。

■募集人数 １０人

■応募要件 ５０歳以下の人で、工

業用ミシンを使ったことがある人

■作業内容 寝具寝装品や車両関

係品の縫製

■勤務時間 午前８時２０分から午

後５時２０分までのうち、６時間か

ら７時間半までの勤務

■雇用期間 １年契約（随時更新）

■時給 ７００円以上

■休日 日曜日・祝祭日、隔週土

曜日、年末年始など

■応募方法 電話にて申し込みく

ださい。後日、面接を行います。

応募など詳しくは、㈲西根ファ

クトリー（７６-３３００、担当：中

川または松浦）まで。

これからの季節は年末年始であ

ることに加えて、寒くなることか

ら労働災害が発生する危険性が高

まります。

１２月１日から２３年１月３１日ま

で「危険を見つけて 無くそう災

害 あなたの無事が 家族の願

い！」をスローガンに「いわて年

末年始無災害運動」が実施されて

います。みんなで、労働災害を防

ぎましょう。

詳しくは、岩手労働局安全衛生

課（０１９-６０４-３００７）まで。

㈲西根ファクトリー
期間従業員を募集中

目指そうゼロ災害
無くそう労災事故

市は国からの通知により、９歳

以上１３歳未満（接種日現在）の人で、

第１期（２回の初回接種と１回の

追加接種）をしていない人を対象

に、１２月１日から日本脳炎の予防

接種をすることができるようにな

りました。

このほかの子どもは、国からの

通知が届き次第、お知らせします。

詳しくは、市市民部保健課（

・内線１１５３）まで。

福祉の仕事に興味がある人へ求

人情報の提供や求職登録、資格取

得などの出張相談を行います。相

談は無料（事前に電話で申し込み

ください）。

■日時 １２月１６日、２３年１月２０

日、２月１７日、３月１７日、

午後１時から午後３時まで

■場所 市総合福祉センター

詳しくは、県福祉人材センター

（０１９-６３７-４５２２）まで。

中学校卒業予定者など（平成６

年４月２日から８年４月１日生ま

れの男子）を対象に陸上自衛隊高

等工科学校の生徒を募集します。

■募集期限 ２３年１月７日

■１次試験日 ２３年１月２２日

詳しくは、自衛隊盛岡募集案内

所（０１９-６４１-５１９１）まで。

12月から日本脳炎
予防接種できます

福祉の就職に役立つ
無料相談を行います

陸自高等工科学校
生徒を募集します
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広報

暦が日本に伝えられたのは、西暦554年。朝鮮半島の百済から渡来した暦博士が伝えた

と言われています。この暦は、月の満ち欠けを元に作成した「太陰太陽暦」でいわゆる

「旧暦」や「陰暦」と呼ばれている暦です。江戸時代中期に冷害や凶作の被害を受けやす

い田山の地で「田山暦」は誕生しました。

最初は手書きでしたが、干支や農具、植物を彫りこんだスタンプ状の木活版木を一枚の

紙に一つ一つ押して、読み書きのできない人たちにも年中行事や農業経営の目安となれば

と発案者の思いが伝わってきます。江戸時代の紀行家やシーボルトもこの暦を「珍しきも

の」として江戸市中はもとよりヨーロッパまで紹介しています。明治６年（1873）に明治政

府は、太陽暦を採用したことで旧暦は終わりを告げたと思われましたが、近年、明治９年

の田山暦が発見されました。時代が変わっても、版元善八の思いは伝わっていたようです。
≪参考文献≫南部絵暦（岩手県立博物館1983年）、だんぶり（八幡秀男著）

所 在 地：下モ川原４４番地
指定年月日：昭和５７年３月２３日（県指定）

田山暦木活版木
た やまごよみもっ かつ はん ぎ


